
　・万能鋼板　　　（H=　　　　）　　・波板鉄板（H=　　　　）

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

２
仮
設
工
事

  1 仮囲い 設ける（位置、延長等は図示）

　・シートゲート　（H=　　　　、W=　　　　）×　　カ所

  2 騒音・粉じん等の対

 　 策

（2．1．3）

（2．2．1）防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　・図示による

  3 足場等 内部足場　脚立、足場板等　　　・　

外部足場　※枠組足場（※手すり先行工法　　・その他　） （2．2．1）

　足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年 4月

策定」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」にお

ける 2の (2)手すり据置き方式又は (3)手すり先行専用足場によるものとする。

防護シート　　※設ける（設置範囲　・図示による　　・　　　　　）　・設けない

材料、撤去材等の運搬方法

  4 既存部分の養生 （2．3．1）

既存ブラインド、カーテン等養生及び保管場所

　既存部分に汚染又は損傷を与える恐れがある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行うものとする。

  5 仮設間仕切り （2．3．2）

  6 監督職員事務所等 （2．4．1）

　　　・受注者事務所の中に監督職員用スペ－ス（　　）㎡程度確保する。

備品：机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、その他監

　　　督職員の指示するもの。縮小製本図を備える場合は（　）部

  7 工事用水及び電力

  8 工事表示板の設置 　監督職員が指定する箇所に一箇所設置する。

　表示時期は、工事着工時から完成時までとする。

表示板の形式

（2．4．1）

注 1　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。

　 2　地色は、マンセル記号1GY7.5/8とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

　 3　建築主は、契約担当者名とすること。

　 4　表示板の大きさ

　　※ 1号（横180㎝×縦90㎝）　　　・ 2号（横240㎝×縦120㎝）

　　・ 3号（横360㎝×縦180㎝）　　 ・その他（　　　　　　　　　）

※建設リサイクル法遵守指導としての「届出（通知）済シール」を建設業許可標識等に貼り

　付けること。

  9 工事概要の表示 表示する　建物のイメ－ジがわかるようパ－ス等を活用して表示する。

　　　　　（サイズ1，800㎜×900㎜　カラ－コピ－ラミネ－ト加工程度）

 10 建設発生土の処理 　本工事より発生する建設発生土は、次の場所に搬出するものと想定している。

・工事発注後に明らかになった事情で、予定した条件により難い場合は、別途協議する。

　　建設発生土量　（　　　　　　　　　　）ｍ3

　　発生場所　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　搬出先、距離　（　　　　　　　　　　　　ｋｍ）

　　受入条件　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

　　・構外指示の場所に搬出する。

　　・構内指示の場所にたい積する。

　　・構内指示の場所に敷きならす。

３
防
水
改
修
工
事

  1 降雨等に対する養生

 　 方法

改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による　　　　・　 （3．1．3）

  2 既存防水層の処理 既存保護層の撤去　・行う（範囲・図示による　　　・　　　　　　　　　　）

既存防水層の撤去　・行う（範囲・図示による　　　・　　　　　　　　　　）

（3．2．3）

（3．2．4）

改修用ドレン　　　・設ける（P0AS, P0ASI, P0D, P0DI, P0S, P0SI,P0X工法の場合）

　　　　　　　　　　　　　　主防水材製造所の仕様による （3．2．5）

（3．2．6）既存下地の補修及び処置

補修箇所の形状、長さ、数量等　　　※図示による　　　・　

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存保護層の補修及び処置（P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法））

　・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上り部等の補修及び処置

　　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　　　・　

  3 アスファルト防水 屋根保護防水

工 事 名 称

構 造 ・ 規 模

工 事 期 間

建 築 主

設 計 者

工 事 監 理 者

工 事 監 督 者

工 事 施 工 者

建 築 工 事 の 表 示

令和　年　月　日　～　令和　年　月　日

（外注委託の場合に記入）

KAZUNO CI TY
⿅ 角 市

秋田県⿅角市花輪字荒田4番地1　 TEL 0186－30－0203㈹
〒018-5292

ＴＩＴＬＥ ＮＯ.

ＳＣＡＬＥ

ＤＲＡＷＤＥＳＩＧＮＤＡＴＥ

　級建築士   　　登録  第　　　　　　号

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＴＩＴＬＥ

特記仕様書（2）

(3. 1. 4)(3. 3. 2～5）

改修工法 新設種別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート

　防水層の種別

 ・P2A  ・A-1

 ・A-2

 ※ポリエチレンフ

 　ィルム厚さ

 ・A-3

 ・P1B  ・B-1

 ・B-2

 ・B-3

 ・P2AI  ・AI-1

 ・AI-2

 ・AI-3

 ・P1BI  ・BI-1

 ・BI-2

 (材質)

 ※JIS A 9521による押出法

 　ポリスチレンフォーム断

 ・25㎜　・50㎜

 (厚さ)

 　き）

 　熱材3種bA （スキン層付

 　0.15mm以上

 ・　

 ※フラットヤーン

 　クロス

 　70g/㎡程度

 ・　

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　　・　

　部分粘着層付き改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　　・　

　平場の保護コンクリート厚さ (3. 3. 5）

　　・こて仕上げ　　　　　　　　※水下　80mm以上　　　・　

(3. 3. 2）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　押え金物の材質及び形状寸法　　※アルミニウム製L-30×15×2.0(mm)

　立上り部の保護 (3. 3. 2)(3. 3. 5）

　　・乾式保護材　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・コンクリート（・　　　　　　　　　　　工法）

　　・モルタル押え（屋内）

　コンクリートの仕上がりの平たんさ (3. 3. 5）

　　種別（・　　種：改修標準仕様書表8.1.5による）

(3. 3. 5）

屋根露出防水

　防水層の種類

改修

工法

新設

種別
施工箇所 断熱材

仕上塗料
備考

 ・M4C

 ・M3D

 ・P0D

 ・P0DI

 ・M3DI

 ・M4DI

 ・C-1

 ・C-2

 ・C-3

 ・C-4

 ・D-4

 ・D-3

 ・D-2

 ・D-1

 ・DI-2

 ・DI-1

（厚さ）・25㎜　・　

　　　　・　

（種類）・　

 (9)による

 改修標準仕様書 3.3.2

 ・　

 ・製造所

 　の仕様

　 による

 ・　

 ・製造所

 　の仕様

　 による

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

使用量種類

　脱気装置の種類及び設置数量

　　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による

　　・　

　屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじ

　まい位置　　※図示による　　・　

屋内防水

　防水層の種別

改修工法 新設種別 施工箇所 備考

 ・P1E

 ・P2E

 ・E-1

 ・E-2

 保護層

 ・設ける

　・E-1 の工程 3を行う部位　（・　　　　　　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

  4 改質アスファルトシ

 　 ート防水

防水層の種類 （3. 1. 4）(3. 4. 2、3）

改修

工法

新設

種別
施工箇所 断熱材

仕上塗料
備考

使用量種類

 ・M4AS  ・AS-T1

 ・AS-T2

 ・AS-J2

 ・M3AS

 ・P0AS

 ・AS-T3

 ・AS-T4

 ・AS-J1

 ・AS-J3

 (P0AS工

  法のみ)

 ・M4ASI

 ・M3ASI

 ・P0ASI

 ・ASI-T1

 ・ASI-J1

 改修標準仕様書3.4.2

 (3)(ｳ)による

（種類）・　

（厚さ）・25㎜　・50㎜

 ・　

 ・製造所

 　の仕様

　 による

 ・　

 ※製造所

 　の仕様

　 による

 ・　

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設ける

 防湿層

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　　・　

　粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシートの種類並びに

　厚さ　　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　　・　

　屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類並びに設置数量

　押え金物の材質及び形状寸法　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0(mm) 程度 (3. 4. 2）

（3. 1. 4）(3. 5. 2～4）防水層の種類  5 合成高分子ルーフィ

 　 ングシート防水 改修

工法 種別

新設
施工箇所 断熱材

仕上塗料
備考

使用量種類

 ・P0S  ・S-F1  ・　  ・　  脱気装置

 ・S4S

 ・S3S

 ・M4S

 ・P0SI

 ・S3SI

 ・S4SI

 ・M4SI

 ・S-F2

 ・S-M1

 ・S-M2

 ・S-F1

 ・S-F2

 ・S-M1

 ・S-M2

 ・SI-F1

 ・SI-F2

 ・SI-M1

 ・SI-M2

 ・　

 ・PC下地

 ・　

 ・PC下地

 ・　

 ・PC下地

 ・　

 ・PC下地

 改修標準仕様書3.5.2

  (3)(ｴ)(b)による

（種類）・　

（厚さ）・25㎜　・50㎜

 改修標準仕様書3.5.2

  (3)(ｴ)(a)による

（種類）・　

（厚さ）・25㎜　・50㎜

 ・製造所

 　の仕様

 　による

 ※製造所

 　の仕様

 　による

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

屋内防水

　防水層の種類

種別 施工箇所

保護層

平場のモルタル塗り

塗り厚さ 工法

 立上り部の

 保護モルタルル塗り厚さ

 ※7mm以下

 ・　

 ・床塗り工法

 ・地下モルタル塗り

 ・　 ・　 ・S-C1

床塗りの場合の床の目地

　目地割り　　　・　　　　　　　※ 2㎡程度　最大目地間隔3ｍ程度

　目地の種類　　・　　　　　　　※押し目地

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　　　・　

固定金具の材質及び寸法形状

　※厚さ 0.4mm以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　　両面に樹脂を積層加工したもの

　・　

脱気装置の種類及び設置数量

　※ルーフィングシート製造所の指定による　　　　　・　

PCコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1 の場合）

　・行う（・図示による　　・　　　　　）

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張り付け

  6 塗膜防水 防水層の種別 (3. 6. 2、3）

改修

工法

新設

種別
施工箇所

仕上塗料
備考

使用量種類

 ・P0X  ※X-1

 ・X-2

 ・X-1H

 ・X-2H

 ・

 ・L4X  ※X-2

 ・X-2

 ・X-1H

 ・X-2H

 ・

 ・　

 ・製造所

 　の仕様

　 による

 ・　

 ※製造所

 　の仕様

　 による

 脱気装置

 ・設ける

 改修用ドレン

 ・設ける

 脱気装置

 ・設ける

　ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

　　※主材料製造所の指定による　　　　　・　

防水層の種別 (3. 6. 2、3）

改修

工法

新設

種別
施工箇所

工程数及び各工程の

使用量　　　　　　
保護層

 ※Y-2 ・P1Y

 ・

 ・P2Y  ※Y-2

 ・

 ※製造所の仕様によ

 　る

 ・設ける

  7 シーリング シーリング改修工法の種類 (3. 7. 2、3、7、8）

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

　　　ボンドブレーカー張り　　　・適用する

　　　エッジング材張り　　　　　・適用する

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

シーリング材の試験

ルーフドレンの材種その他

種別 材種 張掛け幅

 ろく屋根用（・縦型　・横型）  ・　  ・100㎜以上

  8 とい といその他の材種 (3. 8. 2、3）

 バルコニー用

 バルコニー中継用

 ・　

 ・　

 ・50㎜以上

 ・100㎜以上

 ・50㎜以上

 ・100㎜以上

 ・50㎜以上

とい受け金物及び足金物

　材種及び形状　　・　　　　　　※改修標仕表3.8.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの

多雪地域の軒どいの取付間隔　　　　　　　・適用する

防露材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※ F☆☆☆☆　　　・　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示による　　　　・　

鋼管製といの防露巻き　　　・　　　　　　※改修標仕表3.8.4による

たてどい受金物の取付け　　※図示による　　　　・　

ルーフドレンの取付け　　　・　　　　　　※改修表仕3.8.3(6)による

  9 アルミニウム製笠木 種類　　・オープン形式（・押出 250形　　・押出 300形　　・押出 350形） (3. 9. 2、3）

　　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

　　　　　　　本体幅（　　　　）mm　板厚（※ 2.0mm　　・　　　mm）

表面処理　　種別（　　　　　　）種

下地補修の工法　　　※図示による　　　・　

板材折曲げ形笠木の取付方法　　　※図示による　　　・　

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法等

　※図示による　　　・　

 10 施工標 　屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の指示

する位置に取り付ける。

　施工票は、縦85㎜、横125㎜ 程度とする。

４
外
壁
改
修
工
事（

共
通
事
項）

  1 施工数量調査 外壁改修工事の数量調査

　調査範囲　・図示による　　・　 (1. 6. 2）

　調査内容　・ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、

　　　　　　　漏水の有無及び錆汁の流出の有無等を調査する。

　　　　　　・モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部を表面に表示し、

　　　　　　　また、欠損部の形状寸法等を調査する。

　　　　　　・コンクリート表面のはがれ及びはく落部等を壁面に表示する。

　　　　　　・塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく

　　　　　　　落部等を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗り材との適合性を確認

　　　　　　　する。

　　　　　　・その他、監督職員と協議による。

４
外
壁
改
修
工
事（

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
改
修）

  1 ひび割れ部改修工法 樹脂注入工法 （4．1．4）(4. 2. 2)(4. 2. 4～7）

 　

工法の種類 ひび割れ幅（㎜） 注入口間隔（㎜） 注入量（mL/m）

 ※自動式低圧エポキシ樹脂注入

 　工法

 ・手動式エポキシ樹脂注入工法

 ・機械式エポキシ樹脂注入工法

 ・0.2以上～1.0以下

 ・　

 ・　

 ・　

 ※200～300

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

U カットシール材充填工法

　・可とう性エポキシ樹脂　　・　

シール工法

  2 欠損部改修工法 充填工法 　(4. 1. 4)(4. 2. 2)(4. 2. 4、8）

４
外
壁
改
修
工
事（

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修）

  1 ひび割れ部改修工法 樹脂注入工法 （4．1．4）(4. 2. 2)(4. 3. 5～7）

 　

工法の種類 ひび割れ幅（㎜） 注入口間隔（㎜） 注入量（mL/m）

 ※自動式低圧エポキシ樹脂注入

 　工法

 ・手動式エポキシ樹脂注入工法

 ・機械式エポキシ樹脂注入工法

 ・0.2以上～1.0以下

 ・　

 ・　

 ・　

 ※200～300

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

Uカットシール材充填工法

  2 欠損部改修工法 充填工法 　(4. 1. 4)(4. 2. 2)(4. 3. 9）

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗換え工法 　(4. 1. 4)(4. 2. 2)(4. 3.10）

仕　　　様

完成年月日

施　工　者

  3 浮き部改修工法 樹脂注入工法 (4．1．4)(4．3．5)(4．3．11～16）

工法

アンカーピンの

本数（本/㎡）

注入口の箇所数

（箇所/㎡）
（mL/箇所）

注入量

 ・アンカーピンニング

一般部 指定部 一般部 指定部

 ・　  ・　  ・　
　― 　―

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種

仮設扉　　　　・設ける　　※合板張り木製扉　　・　　　　　　（詳細は図示による）

仮設間仕切り　・設ける　　・ A種　　・ B種　　※ C種　（詳細は図示による）

　　・れんが　　　（・普通れんが　　・化粧れんが　　・　　　　　　　）

　　※改質アスファルトシート製造所の指定による　　・　

接着工法の目地処理　PC下地の場合　　・（　　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　・　

　・配管用鋼管　　・硬質ポリ塩化ビニル管　　・ルーフドレン　　・表面処理鋼板

　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂

　・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル　　・　

　　　シーリング材の場合、ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う

　　　シーリング材の場合、ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う

　・可とう性エポキシ樹脂　　・　

　仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　　※図示による　　・　

防音パネル、防音シート　　・設ける（位置、延長等は図示による）

　　　　　・くさび緊結式足場（※手すり先行工法　　・その他　）

　　　　　設置範囲（・図示による　　・　　　　　）

　 C種：利用可能なエレベーター　　・図示による

　 D種：利用可能な階段　　　　　　・図示による

既存部分の養生　　　※ビニールシート等　　・　

既存家具等の養生　　※ビニールシート等　　・　

備品、机・ロッカー等の移動　　・行う（図示）　　※行わない

　・養生を行う（養生の方法：　　　保管場所：　　　　　）　　・養生を行わない

規模：・10㎡程度　　・20㎡程度　　・35㎡程度　　・65㎡程度　　・ 100㎡程度

工事用水　　構内既存の施設　　・利用できる（※有償　　・無償）　　・利用できない

工事用電力　構内既存の施設　　・利用できる（※有償　　・無償）　　・利用できない

　　　　　　　　　・行う（・M4AS　 ・M4ASI 　・M4C 　・M4DI 　・L4X）

架台回り等の処置　　・図示による　　・　

　　・床タイル張り等の仕上げ　　※水下　60mm以上　　　・　

　屋上排水溝　　・適用する（施工範囲　　・図示による　　・　　　　　）

　押え金物の材質及び形状寸法　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0(mm) 程度

　屋上排水溝　　・適用する（施工範囲　図示による）

　S1-M1 及びS1-M2 の場合の防湿用フィルム　　・設置する

　S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　　　　　　　※非歩行仕様　　・軽歩行仕様

絶縁シートの材質　　・　　　　　　　　　　　※発泡ポリエチレンシート

　※改修標準仕様書3.7.3(1)による　　　・　

　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

　（表面処理鋼板の場合、表面及び表面の塗膜の種類　　・　　　　　　　）

既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　　・図示による　　・　　　　　）

　調査報告書（提出部数　　・ 2部　　・　　　）

　エポキシ樹脂　　　　　・低粘度形　　　　・中粘度形

　注入状況の確認方法　　・　　　　　　　　※コアの抜取りを行う

　抜取り個数　　　　　　・　　　　　　　　※長さ500mごと及びその端数につき１個

　抜取り部の補修方法　　※図示による　　・　

　・シーリング材　　※ 1成分形又は 2成分形ポリウレタン系　　・　

　エポキシ樹脂　　　　　・低粘度形　　　・中粘度形

　注入状況の確認方法　　・　　　　　　　※コアの抜取りを行う

　抜取り個数　　　　　　・　　　　　　　※長さ500mごと及びその端数につき１個

　抜取り部の補修方法　　※図示による　　・　

　・シーリング材　　※ 1成分形又は 2成分形ポリウレタン系　　・　

シール工法　　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂

　既製目地材　　・使用する（形状　　　　　）

Ａ－０２

　・単管シート　　（H=　　　　）　　・　ガードフェンス

鹿角市交流センター大規模改造工事（第２期　建築工事）


